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都
の
太
鼓
踊
り

十
月
二
日
、
都
の
皇
陵
塚
前
で
太
鼓
踊
り
が
奉
納

さ
れ
、
い
つ
も
は
静
か
な
山
里
に
太
鼓
の
音
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
十
月
十
一
日
の
、
秋
葉
神
社
秋
季
大

祭
で
も
太
鼓
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
参
拝
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
優
美
な
踊
り
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

太
鼓
踊
り
の
由
来

そ
の
昔
、
屋
島
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
一
門
は
、
阿
波
の

祖
谷
か
ら
土
佐
の
山
中
に
入
り
、
旧
仁
淀
村
都
へ
落
ち
延
び

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
伝
授
さ
れ
た
の
が
太
鼓
踊
り
で
、
安
徳
天
皇
の
御

霊
を
安
じ
奉
る
た
め
に
、
皇
陵
塚
前
で
円
形
に
な
っ
て
唄
と

太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

数
百
年
前
よ
り
絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
る
太
鼓
踊

り
は
、
別
名
「
都
踊
り
」
と
も
い
わ
れ
、
毎
年
旧
暦
八
月
二

十
二
日
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋葉神社秋季大祭でも奉納

県下に誇る美しい安居渓谷や自然豊かな池川地区を少し
でも良くしたい！たくさんの人に来てもらいたい！という
思いを持って活動を続けている、地域活性化グループ池川
応援団。
これまでに雑誌山周辺のトレッキング（山歩き）道の整
備や、テングス病にかかった桜の枝の伐採など、さまざま
な活動を行ってきました。
10月６日には、団員10人が旧安居銅山への道の整備を行
いました。草刈り、倒木の除去、道の拡張、ロープ張りな
ど、好天の下、良い汗をかきました。
一番大変だった倒木の除去では、チェーンソー３台が活
躍して、見事に道が復活。今後も雑誌山と旧安居銅山への
道の両方を整備して行く予定です。

旧安居銅山への道を整備 池川応援団

倒木の除去作業

10月11日　秋葉神社に奉納

十
月
二
日
　
都
の
皇
稜
塚
前



7 ） 広報によど川 11 月号

10月７日、星ヶ窪キャンプ場で約
200人が参加して、星ヶ窪ハイキング
が行われました。
会場では、一圓想による和太鼓演奏
や大目真壱さんによるオカリナ演奏、
堀内佳さんの青空コンサート、池川神
楽のほか、かずら細工教室や紙ひこう
き飛ばし大会など多彩な催しが開かれ
ました。
会場は終日にぎやかな歓声が響き、
子どもから大人まで大いに楽しんだ１
日となりました。

九
月
二
十
三
日
、
須
崎
市
野
見
湾
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
親
子
釣
り

大
会
（
主
催
・
池
川
教
育
事
務
所
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
町
内
か
ら

参
加
し
た
七
家
族
十
九
人
は
、
二
つ
の

イ
カ
ダ
に
分
か
れ
親
子
で
和
気
あ
い
あ

い
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
い
に
く
釣
果
の
方
は
「
い
ま
一
つ
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
釣
れ
る

ア
ジ
ゴ
は
例
年
よ
り
大
き
く
「
や
っ
た
、

釣
れ
た
！
」
と
う
れ
し
そ
う
な
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
が

魚
を
釣
り
上
げ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
針
を

外
し
、
大
事
そ
う
に
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク

ス
へ
入
れ
る
な
ど
、
意
気
の
合
っ
た
姿

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

高原で秋の1日を楽しむ
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オ
カ
リ
ナ
演
奏

紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
大
会

か
ず
ら
細
工
教
室

一
圓
想
の
和
太
鼓
演
奏

会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景会場遠景

親
子
で
触
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合
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釣
り
大
会
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触
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触
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会

親
子
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触
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会

親
子
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触
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会

親
子
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触
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会

親
子
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触
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大
会

親
子
で
触
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合
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釣
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大
会

親
子
で
触
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合
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釣
り
大
会

親
子
で
触
れ
合
う
釣
り
大
会



な
ど
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
地

域
の
方
々
が
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

朝
の
九
時
に
仁

淀
川
町
本
庁
舎
を

車
で
出
発
。
国
道

33
号
を
愛
媛
県
方

面
へ
向
か
い
、
名

野
川
か
ら
県
道
中

津
公
園
線
に
入

り
、
九
時
二
十
分

「
し
も
な
の
郷
」
に
到
着
。
中

津
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る

駐
車
場
に
車
を
止
め
、
九
時

二
十
五
分
に
登
山
道
へ
。
し

ば
ら
く
は
、
植
林
の
中
を
登

っ
て
行
き
ま
す
が
、
一
時
間

ほ
ど
で
雑
木
林
に
な
り
、

木
々
の
間
か
ら
中
津
明
神
山

が
見
え
て
き
ま
す
。
十
時
五

十
五
分
、
瀬
戸
石
に
到
着
。

岩
が
両
側
か
ら
迫
り
、
狭
門

（
せ
と
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
瀬
戸
石
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
大
き
な
岩
が
二
つ
に

割
れ
、
そ
の
間
を
道
が
通
っ
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③
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九
月
某
日
、
厳
し
い
残
暑

も
和
ら
い
だ
秋
晴
れ
の
一
日
、

下
名
野
川
か
ら
青
滝
山
を
目

指
し
ま
し
た
。
青
滝
山
は
、

地
元
で
は
金
鉱
山
と
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
く

を
通
る
作
業
道
ナ
ガ
サ
カ
ヤ

マ
線
か
ら
登
る
と
、
四
十
五

分
ほ
ど
で
頂
上
に
行
け
ま
す

が
、
今
回
は
山
村
自
然
体
験

の
で
き
る
宿
泊
施
設
「
し
も

な
の
郷
」
の
前
か
ら
、
登
山

道
を
登
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
登
山
道
は
、「
し
も
な
の

郷
」
を
拠
点
に
、
自
然
散
策

て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
再
び
植
林
に
な
り
、

一
時
間
ほ
ど
登
る
と
白
滝
、
赤
滝

へ
行
け
る
分
岐
点
に
到
着
。
白
滝

へ
は
五
分
、
赤
滝
へ
は
十
分
ほ
ど

で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
量

は
少
な
く
、
白
滝
は
白
い
岩
肌
、

赤
滝
は
赤
い
岩
肌
を
滑
る
よ
う
に

水
が
流
れ
て
お
り
、
冬
の
寒
い
時

期
に
は
、
岩
肌
を
流
れ
る
水
が
凍

り
つ
き
、
幻
想
的
な
風
景
に
な
る

そ
う
で
す
。

分
岐
か
ら
十
分
ほ
ど
で
、
作
業

道
ナ
ガ
サ
カ
ヤ
マ
線
に
到
着
。
時

計
の
針
は
十
二
時
五
分
。
三
十
分

ほ
ど
休
憩
し
出
発
。
登
山
道
の
要

所
に
は
案
内
板
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
迷
う
こ
と
も
な
く
尾
根
筋
の

道
を
登
る
こ
と
四
十
五
分
。
よ
う

や
く
石
灰
岩
の
露
出
し
た
山
頂
に

到
着
し
ま
し
た
。
山
頂
か
ら
の
眺

め
は
抜
群
で
、
近
く
は
中
津
明
神

山
、
遠
く
は
雨
ケ
森
な
ど
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
高
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
遅
め
の
昼
食
。
ふ
と

空
を
見
上
げ
る
と
、
吾
川
ス
カ
イ

パ
ー
ク
か
ら
飛
ん
で
き
た
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
が
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
上
空
を
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
付
近
は
、
モ
ミ
や
ブ
ナ
の

原
生
林
や
石
灰
岩
地
帯
特
有
の
ド

リ
ー
ネ
（
窪
地
）
な
ど
も
あ
り
、

町
が
「
学
び
の
森
」
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。「
し
も
な
の

郷
」
か
ら
山
頂
ま
で
、
四
時
間
ほ

ど
か
か
る
の
で
、
時
間
が
な
い
場

合
は
、
車
で
作
業
道
ナ
ガ
サ
カ
ヤ

マ
線
ま
で
行
き
、
散
策
さ
れ
る
と

便
利
で
す
。

登
山
道
入
口
「
い
ざ
出
発
」

壮
大
な
瀬
戸
石

青滝山山頂から望む茶霧湖

町内全図

登山道案内図

－青滝山
あお だ き や ま

（1,175㍍）－
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☆★☆★☆ スポーツ ☆★☆★☆

さくらクラブ吾川秋季ゲートボール大会
９月12日、原石山ゲートボール場に４チー
ムが参加。総当たりで順位を競いました。
優　勝　なかよしチーム
準優勝　三葉チーム
第３位　加枝ニコニコ会チーム
第４位　中津チーム

仁淀スポーツクラブ秋季バドミントン
大会
９月12日、長者小学校体育館に７チームが
参加。
優　勝　濱永圭・西森みはるペア
準優勝　岡村優一・西森舞ペア
第３位　岡村昭浩・西森奈由美ペア

仁淀スポーツクラブ６人制バレーボール大会
９月14日、仁淀中学校体育館に３チームが
参加。
優　勝　池川チーム
準優勝　森ソフトバレーチーム
第３位　ファミリーバレーチーム

子ども会ソフトボール大会
９月22日、町青少年健全育成協議会主催の
子ども会ソフトボール大会が観光センターグ
ラウンドで開催されました。
吾川・仁淀・池川より５チーム80人の選手
が参加し、熱戦が繰り広げられ、４戦全勝で
「中津ジュニア」が優勝しました。

県民スポーツフェスティバル　ソフトボール大会
９月30日、春野運動公園で開催された同大
会一般男子の部に、吾川チームが出場。各地
区の予選を勝ち抜いた５チームで優勝を争い
ました。
吾川チームは準決勝から登場し、高知市チー
ムに４対２で競り勝ち決勝へ。黒潮町チーム
との決勝では４対０で敗れ、準優勝となりま
した。

第25回四国マスターズ　陸上競技選手権大会

優
勝
し
た
中
津
ジ
ュ
ニ
ア

参
加
者
の
皆
さ
ん

10月７日、徳島市田宮陸上競技場で行われた同大会に田
元久木さん（久喜、83歳）が出場し、60㍍走など３種目
（80歳から84歳の部）で第１位という輝かしい成績を収めま
した。
65歳から各地域で行われるマスターズ陸上大会に、毎年
のように出場し日本新記録も樹立している田元さん、今回の
記録は次の通りです。
60㍍走 10秒84（大会新記録）
100㍍走 18秒13
200㍍走 40秒12

田
元
さ
ん
。
一
位
の
メ
ダ
ル
三
個
を
胸
に


